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   The concentration of Lomefloxacin (NY-198), a new quinolone, in human prostatic tissue and 
fluid was examined. 
   Lomefloxacin was concentrated in prostatic gland and the mean ratios of prostatic tissue 
levels to serum levels (P/S) were 1.39-1.83 during 2 to 6hrs after administration. Concerning 
prostatic fluid concentrations, there were no significant differences between healthy volunteers and 
patients with chronic prostatitis. The mean ratios of prostatic fluid levels to serum levels (Pf/S) 
were 0.36-0.77 during 1 to 4 hrs after administration. The concentration of Lomefloxacin in 
the prostatic tissue and fluid is high enough to eradicate the majority of pathogens causing 
bacterial prostatitis. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 35: 551-556, 1989)



















































薬 剤 濃 度 の 測 定 は,E・coliKpを 検定 菌 とす る
bioassay法で行 った.前 立 腺 組 織 内濃 度 測 定 に は,
摘 出組 織 の 重 量 を 測定 した後,1/15Mリ ン酸 緩 衝 液
(PBS,pH7,0)を加 え て ホ モ ジ ナ イ ズ し,3,000rpm・
15分間遠 心 した 上 清 を 用 いた.測 定培 地 は ミュ ラー ヒ
ン トン培 地(栄 研)を 使 用 し,標 準 溶 液 は,血 清 の場 合
に は コ ンセ ー ラ(日 水),前 立 腺 組 織,前 立 腺 液 の場










































































































































































那 須,ほ か:Lomefloxacin・前 立 腺 移行
織 内濃 度 比(以 下PIS比 と略 す)をTablc1,Fig.
3に 示 す.組 織 内濃 度 は,内 服2時 間後 に1.55±0.43
μ9!9(mean±SD),4時間 後 に 最 高 値2.07±1.16μ9/
9に 達 し,6時 間 後 に は1.45±0.22μ919に低 下 し
て い た.一 方,血 清 濃 度 は,内 服2時 間 後1.02±0.25
μg/ml,4時間 後IJI±O.43μg!m1に達 し,6時 間
後1.05±0.19t.t9/mlとほ ぼ一 定 して い た.し た が っ
て,P/s比 は,内 服2時 間後L57±o.47,4時 間後
1.83±0.53,6時間 後1.39±0.06と内服4時 問 後 に最
高 値 を示 した.
2.前 立腺 液 移 行
前 立腺 液 移 行を 検 討 した22例に お け る本 剤 の 前 立腺


































































































































































度 比(以 下PflS比 と略 す)をTable2,Fig.4に
示 す.液 内濃 度 は,内 服1時 間 後0.71±O.45μg/ml,
2時 間 後0.71±0.38μ9/mlであ った が,4時 間 後 に
は0.36±0.06μg!m1に低下 して いた.一 方,血 清濃
度 は,内 服1時 間 後0.84±0・34μg/mlであ った が,
2時 間 後1.02±o.39μ9/ml,4時間 後1,03±o・24μ9
/mlとむ し ろ上 昇 して い た.し た が って,Pf/S比 は,
内服1時 間 後0.77±0.27と最 高 値 を 示 し,時 間 の経

















































































































































































































































































ては 各 時 間 の組 織 内濃 度,液 内濃 度 と も80%MIC
(0,2μg/ml)を越 え て お り十 分 な 効 果 が期 待 で き る.
そ の他 の グ ラ ム陰 性 桿 菌 に つ い て はK.Pnettmoniae,
Proteussp.,Enterobactersp.も50%MICを越 え る
組 織 内濃 度,液 内濃 度 が 得 ら れ た.し か し な が ら
P.aeruginosaにつ い ては 組 織 内濃 度,液 内濃 度 と も
50%MICを 越 えて い な か った.近 年 の ニ ュー キ ノ
ロ ン剤 耐性P.aeruginesaの増 加13)を考 え る と本 剤 単
独 で臨 床 効 果 を得 る のは 難 しいか も しれ な い 。
細 菌 性 前 立腺 炎 に おけ る グ ラ ム陽性 球 菌 の 関与 につ
い ては 未 だ 議 論 の余 地 が あ る が,当教 室 で はEPS中 に
104個/ml以上 検 出 され た場 合 原 因 菌 と考 え て い る9》.














β一ラクタム系薬剤など他剤との併 用が 必要と考 え ら
れた.
結 語
新 規 ニ ュー キ ノ ロ ン剤 であ るLomefioxacin内服
時 の 前立 腺 組 織 な らび に前 立 腺 液 へ の移 行 性 に つ い て
検 討 した.本 剤200mg内 服 時 の組 織 内濃 度 は,内 服
2時 間 後1.55±0.43μg!g(mean±SD),4時間後
2.07±1.16μ919,6時間 後1.45±o.22μ9/9であ り,
対血 清濃 度 比 は それ ぞれ1.57±0.47,1.83±0.53,
1,39±0.06であ った.前 立 腺 液 移 行 は 慢性 前 立 腺 炎 患
者 と健 常 ボ ラ ンテ ィア群 に分 け て検 討 した が,両 群 間
に有 意 差 は 認 め られ なか った.本 剤200mg内 服時
の液 内濃 度 は,内 服1時 間 後0.71±e.45μg/ml,2時
間後o・71±o.38μ9/ml,4時間 後 に は0.36±q.06μ9
!mlであ り,対 血 清 濃 度 比 は それ ぞ れ0.77±0.27,
0.67±0.21,0.36±O.04であ った.本 剤は 既 存 の ニ ュ
ーキ ノ ロ ン剤 と 同様 優 れ た 前立 腺 移 行 性 を 有 して い
た.
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